
動物用医療機器 一般医療機器 保定用器具
   販売名「谷浦式CTポジショナー」

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
 製造販売業者   ペットコミュニケーションズ株式会社 
 住所   大阪府大阪市中央区瓦町1丁目6番10号
 製造業者  ペットコミュニケーションズ株式会社

谷浦式CTポジショナーは特許取得商品です

◆特許:日本 第6181251号 平成29年7月

◆国際特許
 アメリカ、大韓民国、中華人民共和国 
 フランス、イギリス、ドイツ、香港

当院がこれまでオリジナルで作成し臨床応用していたCTポジショナーが満を持してペットコミュニケーションズより製造販
売することになりました。CT検査前に再現性の高い体軸の位置合わせ(XYZ軸)が簡単に短時間でセットできます。体幹部
ポジショナーはFOV可変式で猫や肥満傾向の犬などの腹部は横方向に大きく拡張伸展しますが適正な腹囲でスキャン可
能になり画質の向上になります。無麻酔CT対応なので一式全てを使用することでキャリーケースや洗濯ネットで撮像する
検査から質的診断や比較等可能な3DCT作成ができる無麻酔CT検査が可能になります。CTポジショナーを使用すること
でこれまで麻酔によって敬遠されていた重症疾患に対して無麻酔や鎮静でのCT検査が可能になり診断能向上そして治療
方針の決定に役立つものと考えます。

無麻酔CT検査はトレーニングが必要ですが、ペットコミュニケーションズでのご説明会も企画可能ですので、ぜひ一度、
お問い合わせください。

■谷浦督規先生の略歴
•1992 日本大学農獣医学部 獣医科 卒業 
•1992 谷浦動物病院 副院長就任
•2006 谷浦動物病院 院長就任 
•2009 広島大学医学部より医学博士の称号を授与

■役 職  
日本獣医画像診断学会（理事・副会長）  
日本獣医麻酔外科学会（中国地区委員）  
帯広畜産大学（臨床指導教授）

ノイズ低減と強度向上
熱ラミネートブロック生成＋切削加工により、
従来法に比べ高画質と信頼性を両立

短時間で正確なポジショニング
スキャン開始までの無駄を削減し、
効率的な撮影を実現
無麻酔下でも、同等の撮像が可能

最適なFOVで高品質3DCTデータ
臨床的価値のあるボリューム画像を確保し、
診断精度を向上
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発明者「谷浦督規 先生（谷浦動物病院 院長）」より推薦のお言葉を頂きました。

「Ahmics-VMD HT-L」

CT撮影のポジショニング支援
～ペットの負担を減らして、正確な撮影をサポート～

大型犬用（麻酔下） 追加5部品

小型犬～中型犬、猫用  全33部品

「Ahmics-VMD HT-S1」

無麻酔
● 飼い主の安心に繋がる無麻酔CT検査 ● ダイナミックCT撮影で診断漏れを軽減

で安全に 信頼される病院に

● 自信を持って手術するための術前シミュレーション

獣医療向け医療機器シリーズ Ahmics-VMD



動物用 一般医療機器 販売名「谷浦式CTポジショナー」
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

ペットコミュニケーションズ株式会社
大阪市中央区瓦町1丁目6番10号

中田動物病院様にご協力をいただき作成しております。    取材年月：2019年5月22日

CT検査が ％ 増加
治療方針の幅が拡がりました

無麻酔でのCT検査を実現するため、2017年12月に谷浦式CTポジショナーを導入しました。特に動物の安全性、飼い
主様への情報提供の面で期待通りの効果が出ていると感じます。

  当院では主に具合の悪い動物についてCT検査を行っています。これまでは、精密な検査や場合によっては手術が望
まれる状況でも、麻酔リスクをご説明した結果、CT検査を希望されない飼い主様も多くいらっしゃいました。手術前提の
飼い主様は比較的CT検査もされますが、手術をすべきなのかどうかを悩まれた時に「まずは詳しい状態をみましょう」と、
麻酔による不安要素のない、身体に負担をかけない方法で最初に情報提示ができるということは、医療行為の上で非
常に重要なことで、インフォームドから再考していただく状況が出来ています。

  現在では頭部以外は約70%が無麻酔検査で、検査件数自体25%程度増えており、飼い主様に安心感を持っていただけ
ているのではないかと思います。無麻酔がCT撮影の前提となっており、ポジショナーがあってよかったと感じます。

７０％の無麻酔検査を実現！
中田動物病院 様

５回程度で、自信を持って装着出来るようになりました

（動物看護師の声）
  ポジショナーの装着は動物看護師が数名で実施しています。使い始めた
当初は慣れるまで装着時間を測定しながら、徐々に時間短縮できるよう努
めて現在は7分程度で装着できています。動物に声をかけて遊びながら
やってあげるのが一番早くできますので、看護師の方が向いていると思い
ます。   
  3回から5回の装着で慣れ、今では自信をもって装着出来ています。
装着のポイントとしては四肢のベルトをしっかり巻くことで、これがきちんと
出来ていればしっかり保定できるので、結果検査時に動物たちもストレスな
く落ち着いています。

特許 第6181251号Ahmics-VMD HT-S1 谷浦式 CTポジショナー

古守 悟  院長
日本大学卒/獣医師 医用工学博士
JAHA日本動物病院協会総合臨床医

横浜市獣医師会
日本獣医麻酔外科学会

日本獣医循環器学会
日本獣医再生医療学会

日本獣医がん学会
日本獣医腎泌尿器学会

ふるもり     さとる

お問い合わせはこちら
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中田動物病院様にご協力をいただき作成しております。    取材年月：2019年5月22日
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